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1. はじめに
研究の背景と目的



背景と問題点

1. はじめに
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2016年熊本地震 • 倒壊した建物は8,682棟、直接死は50人に達した。

• 倒壊した建物のほとんどは古い建築基準に則った
ものであったが、現行の基準の建物も大きな被害
を受けた。

• さらに、被害を受けた住宅のその後の継続使用は
困難であった。基準法では大地震に対して倒壊し
ないことを目指しており、継続使用を考える上で
は不十分。

https://mainichi.jp/articles/20160420/k00/00e/040/203000c https://webronza.asahi.com/politics/articles/2017042500003

地震直後の様子 現行基準の建物の被害 被災1年後の様子



目的

1.  はじめに

5大地震後の継続使用を可能とする耐震性能

Vision

大地震後の継続使用を可能とする耐震
性能を明らかにする。

また、その性能は実現可能なのか？

1. 被災地で継続使用されている住宅の
被害レベルなどを調査した。

2. その被害レベルに抑える耐震性能を
解析的手法で明らかにした。

3. 振動台実験を実施し、解析の妥当性
を確認した。


